




⑦売れる茶づくりと輸出促進に向け、首都圏や第 71 回関西茶業振興大会三重県大会等において伊勢

茶のＰＲに取り組んでいます。また、生産・流通・販売の事業者とともに「伊勢茶輸出プロジェク

ト」を立ち上げて輸出拡大宣言を行い、伊勢茶としての強みを発揮する輸出向け商品づくりや、米

国を中心に海外販路の開拓に向けた取組を進めています。引き続き、米国以外の国も対象としなが

ら新規販路開拓に向けた支援が必要です。 

⑧花き花木については、生産者等と連携して、首都圏等での販路拡大に向けた取組を進めています。

また、ＰＲイベントの開催や県内小中学校等対象とした「花育」事業など、県産花きの消費拡大に

つながる取組を進めています。引き続き、首都圏等での緑化事業者を対象としたプロモーション活

動を進めるとともに、県産花き花木の消費拡大を図る必要があります。 

⑨ＪＧＡＰ家畜・畜産物の認証取得促進に向け、地域ＧＡＰ推進チームが核となり、生産者への普及

啓発に取り組むとともに、認証取得をめざす農場へのきめ細かな指導・支援に取り組んでいます。

また、畜産経営の競争力強化に向け、高収益型畜産連携体の育成や肥育用和牛子牛の増産、エコフ

ィードにかかる食品製造副産物の利用可能性調査や給与技術等の確立に向けて取り組んでいます。 

引き続き、東京オリンピック・パラリンピックに向け、ＪＧＡＰ認証取得を促進するとともに、特

徴ある高品質な畜産物の生産体制整備を進める必要があります。                    

⑩県産ブランド牛肉等畜産物の輸出促進を図るため、アジア経済圏や米国を主なターゲットに、県内

畜産関係者の輸出挑戦意欲を引き出していくとともに、主体的な輸出の実践につなげていくための

商談機会の提供や、商談成立に向けた実践サポートに取り組んでいます。引き続き、アジア経済圏

等への輸出拡大をめざす畜産事業者の取組を支援していく必要があります。 

⑪地域の特性を生かした農業および農村の活性化に向け、意欲のある地域を対象に、産地の活性化や

新たな産地づくり、集落営農組織の設立、直売所の活性化等に係る地域活性化プランの策定支援を

進めています。今後も、地域活性化プラン策定地域をさらに拡大する必要があります。 

⑫担い手への農地集積・集約化に向け、地域の合意形成を進めるため、市町やＪＡの担当者、農地利用最

適化推進委員等と連携し、農地中間管理事業等の重点推進地区として基盤整備事業の導入や集落営農の

体制整備等を進めている 40 地区を選定し、人・農地プランの策定に向けた集落座談会の開催や将来の農

業に係る意向調査の実施などを支援しています。今後、農地集積を加速するためには、地域の合意形成

を進める人・農地プランの策定集落の拡大に向け、農地利用最適化推進委員の活動をさらに促進してい

く必要があります。 

⑬雇用力のある法人経営体を育成するため、公益財団法人三重県農林水産支援センターに新たに設置

された三重県農業経営相談所において、法人化や事業承継等の課題解決をめざす 29 の農業経営体を

選定し、税理士、中小企業診断士、社会保険労務士などの専門家派遣等に取り組んでいます。引き

続き、法人化や事業承継等の意向がある経営体に対するサポートが必要です。 

⑭新規就農者の確保に向け、農林漁業就業・就職フェアの開催や都市部で開催される移住・相談会へ

の出展、学生を対象とした農業法人におけるインターンシップの実施など、さまざまな機会をとら

えて就農情報の提供に取り組むとともに、国の農業次世代人材投資資金等を活用して新規就農者へ

の支援を行っています。今後、就農促進に向けた取組や定着を促す取組をさらに充実させていく必

要があります。 

⑮若者等が魅力を感じる働きやすい農業の実現に向けて、伊賀米および伊勢茶のリーディングプロジ

ェクトに取り組みながら、労働環境改善、技術習得の円滑化、生産性や所得の向上などにつながる

スマート農業を推進しています。引き続き、スマート農業への取組機運の醸成と伊賀米および伊勢

茶のリーディングプロジェクトを進めていくとともに、作業等の負担が大きく、労働力不足が懸念

される県南部のかんきつ産地等において、スマート農業の導入を図っていく必要があります。 





⑧県産花き花木の需要拡大を図るため、東京オリンピック・パラリンピックに向け、首都圏の展示会

等で、緑化事業者等を対象に販路拡大に向けたプロモーションに取り組みます。また、「みえ花フ

ェスタ」等各種イベントにおける展示・販売や体験教室等により、県産花き花木の消費拡大や花育

の推進を図ります。 

⑨畜産経営の競争力強化を図るため、引き続き、高収益型畜産連携体の育成を進めるとともに、ＪＧ

ＡＰ家畜・畜産物の認証取得に向け、地域ＧＡＰ推進チームを核とした畜産生産者等への取組状況

に応じたきめ細かな指導・助言に取り組みます。また、肥育用和牛子牛確保に向けて繁殖雌牛の増

頭や繁殖技術の向上を支援するとともに、食品製造副産物等を利活用したエコフィードの取組を推

進します。 

⑩県産畜産物の海外販路開拓を着実に進めるため、生産者団体や関係市町等と連携しながら、アジア

経済圏（香港、台湾、マレーシア等）や米国を主なターゲットとする県内畜産事業者の主体的な輸

出取組を引き続き支援するとともに、輸出先の多様なニーズに対応できるルートの構築等に取り組

みます。 

⑪農業および農村の活性化を図るため、地域機関に設置した地域活性化プラン支援チームの支援力を

強化し、引き続き地域活性化プラン策定を支援するとともに、策定されたプランの実践活動支援に

取り組みます。 

⑫担い手への農地集積・集約化の加速化に向け、農地利用最適化推進委員の活動を促進するため、市

町などの関係機関と連携しながら、推進委員と農地中間管理機構との間で担い手の確保や農地集積

に向けた情報が適宜共有される体制の整備に取り組むとともに、農地中間管理機構と連携した基盤

整備事業の活用を図ります。 

⑬雇用力のある法人経営体を育成するため、農業改良普及センターが行う経営支援に合わせ、特に法

人化など経営発展に専門的支援が必要な経営体等に対し、三重県農業経営相談所を通じた経営課題

に対応する専門家の派遣、法人化に向けた取組への支援などに取り組みます。 

⑭新規就農者の確保に向け、各種就業フェアや移住・就農相談会、農業法人等とのマッチング、大学

生や高校生の就労体験の実施などを通じて、就農や農業法人への就職などの支援に取り組みます。

また、就農初期投資の負担軽減に向けて、廃業等により利用されない施設等をそのまま利用する「居

ぬき」の物件をあっせんする体制づくりに取り組むとともに、新規就農者の定着促進のためのフォ

ローアップ研修等に取り組みます。 

⑮スマート農業の推進に向け、生産者等の取組機運の醸成や、伊賀米および伊勢茶のリーディングプ

ロジェクトを引き続き進めていくとともに、かんきつ産地におけるスマート農業の導入促進に取り

組みます。 

⑯「みえ農業版ＭＢＡ養成塾」について、県内の有識者や農業法人の経営者などから意見を聴きなが

ら、カリキュラムの充実に取り組むとともに、卒塾後の就農や起業などに向けた支援体制の構築に

取り組みます。 

⑰営農の高度化、効率化を図るための農業用水路のパイプライン化などの農業生産基盤の整備や、農

業用施設の長寿命化のための機能保全対策を、引き続き計画的に進めます。 

⑱平成 29 年度・30 年度に被災した農地・農業用施設等について、市町と連携して早期の復旧に取り

組むとともに、暴風や大雨等による農産物などの被害が最小限となるよう、新たに策定した台風等

への事前・事後対策をまとめた防災技術マニュアルについて農業者への周知を図ります。 

 

 

 





⑨農業のスマート化促進事業【基本事業名：31204 多様な農業経営体の確保・育成】 

予算額： (30) ４，６８４千円 → (31) ５，０００千円 

事業概要：若者が魅力を感じる働きやすい農業の実現に向けて、伊賀米および伊勢茶のリーディン

グプロジェクト等を通じて、労働環境改善、技術習得の円滑化、生産性や所得の向上な

どにつながるスマート農業の取組を促進します。 

 

⑩（新）スマート農業果樹産地導入モデル整備事業【基本事業名：31202 園芸等産地形成の促進】 

予算額：(30) ― 千円 → (31) １０，０００千円 

事業概要：県南部の柑橘産地におけるスマート農業の導入に向け、自動化技術(施肥、摘果、収穫)

の検討と技術導入のためのモデル園地の整備を行い、労働時間や生産コストの削減、柑

橘の品質向上等の効果検証に取り組みます。 

 

⑪三重の農業若き匠の里プロジェクト総合対策事業 

【基本事業名：31204 多様な農業経営体の確保・育成】 

予算額： (30) ７，５１７千円 → (31) ７，３０２千円 

事業概要：県農業大学校に設置した「みえ農業版ＭＢＡ養成塾」において、農業法人等での雇用型

インターンシップや食品産業事業者と連携したフードマネジメント講座など、産学官連

携による人材育成プログラムを実施し、農業ビジネス人材を育成します。 

 

⑫高度水利機能確保基盤整備事業【基本事業名：31205  農業生産基盤の整備・保全】 

予算額：(30) １，０６４，０６７千円 → (31) ２，１６７，３２４千円 

事業概要：農地を集積し大規模営農に取り組む意欲ある農業経営体の効率的な営農の実現に向け、

用水路のパイプライン化など農業生産基盤の整備に計画的に取り組みます。 

 

⑬県営かんがい排水事業【基本事業名：31205  農業生産基盤の整備・保全】 

予算額：(30) ６８，０１２千円 → (31) １，０２２，０７０千円 

事業概要：農業生産の基礎となる農業用水の確保、適期・適量供給および農地排水の改良を図るた

め、水田、畑等における基幹的な農業水利施設の整備・更新を行います。 

 

⑭団体営災害耕地復旧事業【基本事業名：31205  農業生産基盤の整備・保全】 

予算額：(30) １，２４４，０３３千円 → (31) １，２８９，４７５千円 

事業概要：平成 29 年および平成 30 年に被災した農地および農業用施設について、市町と連携して

早期復旧に取り組みます。 

 

 


